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所象師同日

H．14．7．1

培対

所象

霧
黛
を
蒸
蒜
蚤
遵

▲

市
職
員
募
集

都
留
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

一
採
用
予
定
人
員

上
級
職
（
事
務
職
）
　
　
　
　
若
干
名

一
一
受
験
資
格

地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
の
欠
格
条
項

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
、
ま
た
は

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
は
、
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

○
上
級
職
（
事
務
職
）

昭
和
4
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
粥
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
を
卒
業
（
平
成
1
5
年
3
月
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
以
上
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方
。

三
　
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間
等

8
月
1
日
（
木
）
か
ら
8
月
1
6
日
（
金
）

ま
で
に
受
験
申
込
書
（
受
験
票
付
）
に
必

要
書
類
を
添
付
し
て
、
総
務
部
総
務
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
受
験
申

込
書
は
総
務
部
総
務
課
で
、
7
月
l
日

（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。
）

四
　
試
験
日
及
び
会
場

第
一
次
試
験

9
月
2
2
日
（
〓
）
　
市
役
所
大
会
議
室

第
二
次
試
験

（
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）

1
0
月
中
旬

五
　
試
験
の
方
法

（
一
）
第
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

一
般
教
護
試
験
・
適
性
検
査
等

（
二
）
　
第
二
次
試
験

（
面
接
・
作
文
試
験
）

六
　
合
格
者
発
表

第
一
次
試
験
合
格
者
　
　
1
0
月
上
旬

最
終
合
格
者
　
　
　
　
　
日
月
上
旬

間
合
先

総
務
課
　
職
員
担
当

市
立
病
院
職
員
募
集

一
市
立
病
院
採
用
予
定
人
員

助
産
師
　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名

看
護
師
　
　
　
　
　
　
　
　
若
干
名

理
学
療
法
士
　
　
　
　
　
　
一
名

一
一
受
験
資
格

（
一
）
助
産
師

平
成
1
5
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
、

若
し
く
は
既
に
助
産
師
免
許
を
有
す
る

方
で
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の方。
（
二
）
看
護
師

平
成
1
5
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
、

若
し
く
は
既
に
看
護
師
免
許
を
有
す
る

方
で
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の方。
（
三
）
理
学
療
法
士

平
成
1
5
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
方
、

若
し
く
は
既
に
理
学
療
法
士
免
許
を
有

す
る
方
で
昭
和
5
2
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
方
。

訂
醤
報
国

三
　
受
付
期
間
・
手
続
き

7
月
3
1
日
（
水
）
ま
で
に
市
立
病
院

庶
務
担
当
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

四
　
提
出
書
類

助
産
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、

（
免
許
を
有
す
る
者
の
み
）
履
歴
書
（
市

販
の
も
の
可
）
・
卒
業
見
込
証
明
書

五
　
試
験
方
法

筆
記
試
験
（
作
文
）
・
面
接
試
験

試
験
日
な
ど
詳
細
は
、
応
募
者
に
別

途
通
知
し
ま
す
。

間
合
先

市
立
病
院
　
庶
務
担
当

℡
（
4
5
）
1
6
0
6

※
応
募
者
が
採
用
人
員
に
満
た
な
い
場

合
は
、
受
付
期
間
終
了
後
も
随
時
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

寄
付
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
の
た
め
に

▼
上
谷
5
－
5
－
2
4

久
保
田
久
一
郎

ち
り
と
り
　
1
8
ケ

博
物
館
資
料
と
し
て

▼
大
阪
市
住
吉
区
南
住
吉

三
丁
目
Ⅱ
1
1
5
－
6
0
4

堀
内
　
篤

絵
画
・
版
画
な
ど
2
7
点

高
齢
者
福
祉
の
た
め
に

▼
中
島
房
子
と
そ
の
グ
ル
ー
プ

金
5
0
、
0
0
0
円

福
祉
の
た
め
に

▼
神
奈
川
県
足
柄
上
郡

開
成
町
吉
田
島
2
8
1
0

高
橋
周
二

金
3
0
、
0
0
0
円

ぴ
　
ゅ
　
あ
富
士

か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

家
庭
と
教
育
講
座

「
母
性
愛
神
話
か
ら
の
解
放
」

「
お
母
さ
ん
な
ん
だ
か
ら
」
「
お
母
さ
ん

の
く
せ
に
」
「
三
歳
ま
で
は
母
親
の
手
で
」

と
い
う
言
葉
か
け
、
そ
の
何
気
な
い
一

言
が
母
親
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て

様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

『
育
児
を
し
な
い
男
を
父
と
は
呼
ば
な

い
』
新
し
い
時
代
の
子
育
て
に
求
め
ら
れ

て
い
る
視
点
を
男
女
と
も
に
世
代
を
超

え
て
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

期
　
日
　
1
月
1
4
日
（
〓
）

時
　
間
　
午
後
1
時
5
0
分
～
3
時
0
0
分

講
　
師
　
恵
泉
女
学
園
大
学
人
文
学
部

教
授
　
大
日
向
雅
美

人
同
士
な
ど
、
世
代
を
超
え
て
い
っ
し

ょ
に
映
像
と
と
も
に
、
受
け
止
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

期暗譜対錫

1
月
2
7
日
（
土
）

午
後
1
時
0
0
分
～
4
時

映
画
監
督
　
藤
原
智
子

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

大
研
修
室
（
3
階
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

大
研
修
室
（
3
階
）

＊
－
－
ユ
ー
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

家
庭
と
教
育
講
座

「
親
子
か
れ
あ
い
映
画
会
　
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク

杉
の
子
た
ち
の
5
0
年

上
董
憂
悶
省
高
富
へ
の
メ
ッ
セ
⊥
ヱ

戦
争
の
記
憶
が
風
化
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
今
、
学
童
疎
開
世
代
が
生
き
た

5
0
年
を
通
し
て
、
平
和
と
は
何
か
、
人

権
と
は
何
か
、
未
来
の
平
和
の
た
め
に

も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
「
杉
の
子
た
ち
」
の
明
日
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
親
子
、
夫
婦
、
友

＊
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

家
庭
と
教
育
講
座

「
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

～
み
ん
な
で
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
を
た
の
し
も
王

ス
ペ
イ
ン
か
ら
伝
わ
っ
た
「
ア
ニ
マ

シ
オ
ン
」
は
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
入

れ
た
新
し
い
読
書
法
で
す
。
夏
休
み
の

一
時
、
こ
の
新
し
い
読
書
の
世
界
に
親

子
で
足
を
踏
み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
　
間
　
8
月
1
0
日
（
土
）

時
　
間
　
午
後
1
時
0
0
分
～
3
時
0
0
分

講
　
師

翻
訳
家
　
佐
藤
美
智
代

富
士
吉
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
　
小
泉
美
恵

対
　
象

親
子
0
0
組
　
（
4
才
以
上
の
幼
児
、
小

学
生
が
対
象
で
す
）

※
お
一
人
で
も
結
構
で
す
。

場
　
所
　
茶
華
道
室
（
2
階
）

申
込
・
間
合
先

び
ゅ
あ
富
士

℡
　
（
坐
1
6
6
6

F
A
X
（
4
5
）
1
6
6
3


